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【モデル地区実証概要】



１
．

地
区
の

概
要
 

パ
イ

プ
ラ
イ

ン
や
タ
ー
ン
農
道

を
整
備
し
た

1h
a
の

大
区
画
ほ

場
に
お

い
て
、
法
人

所
有
の

自
動
走

行
農
機
を
用
い
水
管
理

と
併
せ
て
基
幹
作
業
の

省
力
化
等

に
つ
い
て

総
合
的

に
実

証
す
る

「
ス
マ
ー
ト
農
業
基
盤
整
備
総
合
実

証
モ
デ
ル
」

と
す
る
。
 

                
         

関
係

土
地

改
良

区
：

北
秋

田
市

土
地

改
良

区
 

モ
デ

ル
実

証
区

域
営

農
者

（
法

人
）：

農
事

組
合

法
人

 
北

鷹
フ

ァ
ー

ム
 

   

北
秋

田
市

綴
子

 

高
野

尻
地

区
 

農
地

中
間

管
理

機
構

関
連

ほ
場

整
備

事
業

（
R1

～
R6

）
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２
．

モ
デ

ル
実

証
区

域
・

実
装

機
器

 
                   

      

      

遠
隔
操
作

型
給
水

栓
装
置

導
入
エ

リ
ア
全

景
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
全
景

 

【
検

証
ほ

場
】

 

◆
Ｉ

Ｃ
Ｔ

区
Ａ

 
[0

.7
ha

 
1

耕
区

] 

遠
隔

操
作

型
給

水
栓

：
各

ほ
場

1
機

 

水
田

セ
ン

サ
ー

：
各

ほ
場

1
機

 

遠
隔

操
作

型
排

水
口

：
各

ほ
場

1
機

 

◆
Ｉ

Ｃ
Ｔ

区
Ｂ

 
[6

.3
ha

 
7

耕
区

] 

遠
隔

操
作

型
給

水
栓

：
各

ほ
場

1
機

 

水
田

セ
ン

サ
ー

：
各

ほ
場

1
機

 

タ
ー

ン
農

道
：

4
路

線
 

◆
慣

行
区

 
[6

.6
ha

 
6

耕
区

] 

従
来

の
水

管
理

 

自
動

走
行

シ
ス

テ
ム

 

GN
SS

ｶﾞ
ｲﾀ

ﾞﾝ
ｽ+

自
動

走
行

シ
ス

テ
ム
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３
．
実

証
内
容

の
概

要
 

実
証
 

区
分
 

区
分
 

検
証
目
的
 

調
査
項
目
 

調
査
方
法
 

水 管 理 労 力 の 軽 減 

検
証
Ⅰ
-1
 

水
位
・
水
温
状
況
を
現
地
で
確
認
す
る
労
力
を
、
IC
T
機

器
導

入
に

よ
っ

て
ど

の
程

度
軽

減
で

き
る

か
検

証
す

る
 

・
拠
点
か
ら
ほ
場
ま
で
の
移
動
時
間
 

・
天
気
・
見
回
り
回
数
・
見
回
り
時
間
 

作
業
日
報
 

検
証
Ⅰ
-2
 

給
水
栓
（
水
口
）
の
現
地
で
の
操
作
労
力
を
、
IC
T
機

器
導

入
に

よ
っ

て
ど

の
程

度
軽

減
で

き
る

か
検

証
す

る
 

・
給
水
栓
（
水
口
）
操
作
の
有
無
 

・
給
水
栓
（
水
口
）
操
作
方
法
 

検
証
Ⅰ
-3
 

排
水
口
の
現
地
で
の
開
閉
操
作
労
力
を
、
IC
T
機
器
導

入
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
軽
減
で
き
る
か
検
証
す
る
 

・
排
水
口
操
作
の
有
無
 

検
証
Ⅰ
-4
 

I
C
T
区
、
慣
行
区
の
水
管
理
手
法
で
、
品
質
、
収
量
に

違
い
が
あ
る
か
検
証
す
る
 

・
作
物
の
品
質
、
収
量
 

営
農
者
へ
の
聞
き
取
り
 

検
証
Ⅰ
-5
 

水
路

形
式

の
違

い
に

よ
り

水
管

理
労

力
に

違
い

が
あ

る
か
検
証
す
る
 

・
水
路
形
式
毎
の
水
管
理
デ
ー
タ
 

開
水
路
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
形
式
の
水
管
理
デ
ー
タ
の
比
較
 

検
証
Ⅰ
-6
 

適
切
な

I
CT

機
器
の
数
、
組
合
せ
を
検
討
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
か
ら
、
適
切
な

I
C
T
機
器
の
数
、

組
合
せ
を
検
討
 

営
農
者
へ
の
聞
き
取
り
 

用 水 量 の 削 減 

検
証
Ⅱ
-1
 

無
駄
な
放
流
軽
減
や
、
き
め
細
や
か
な
水
管
理
に
よ
る

節
水
効
果
が
あ
る
か
検
証
す
る
 

・
排
水
口
へ
の
流
入
量
 

・
近
傍
気
象
台
の
雨
量
デ
ー
タ
 

・
排
水
口
の
高
さ
 

水
位
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
排
水
量
デ
ー
タ
の
取
得
 

近
傍
気
象
台
の
雨
量
デ
ー
タ
の
取
得
 

排
水
口
の
高
さ
（
慣
行
区
は
実
測
）
 

検
証
Ⅱ
-2
 

・
揚
水
機
の
電
気
料
金
 

揚
水
機
使
用
電
気
料
の
聞
き
取
り
 

検
証
Ⅱ
-3
 

適
切
な

I
CT

機
器
の
数
、
組
合
せ
を
検
討
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
 

営
農
者
へ
の
聞
き
取
り
 

適 正 区 画 規 模 の 検 討 

検
証
Ⅲ
-1
 

基
幹
作
業
時
間
を
、
区
画
規
模
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
軽

減
で
き
る
か
検
証
す
る
 

・
耕
起
作
業
時
間
お
よ
び
軌
跡
 

・
代
掻
き
時
間
お
よ
び
軌
跡
 

・
田
植
え
又
は
播
種
時
間
お
よ
び
軌
跡
 

・
収
穫
時
間
お
よ
び
軌
跡
 

G
PS

ロ
ガ
ー
に
よ
る
作
業
軌
跡
、
作
業
時
間
 

デ
ー
タ
の
取
得
作
業
日
報
 

検
証
Ⅲ
-2
 

基
幹
作
業
時
間
を
、
長
辺
長
の
違
い
に
よ
っ
て
ど
の
程

度
軽
減
で
き
る
か
検
証
す
る
 

検
証
Ⅲ
-4
 

自
動

走
行

農
機

器
導

入
に

よ
り

作
業

労
力

が
ど

の
程

度
軽
減
で
き
る
か
検
証
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
 

営
農
者
へ
の
聞
き
取
り
 

検
証
Ⅲ
-5
 

大
区
画
化
及
び

I
CT

機
器
導
入
に
伴
い
、
水
口

、
排
水

口
の
適
正
な
数
、
規
模
を
検
証
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
 

検
証
Ⅲ
-6
 

適
切
な
区
画
規
模
を
検
討
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
 

・
農
業
機
械
の
作
業
効
率
 

・
用
水
、
排
水
排
除
状
況
・
均
平
 

タ ー ン 農 道

の 有 効 性 

検
証
Ⅳ
-1
 

様
々
な
農
作
業
を
、
タ
ー
ン
農
道
に
よ
っ
て
ど
の
程
度

軽
減
で
き
る
か
検
証
す
る
 

・
枕
地
で
の
切
り
返
し
時
間
（
作
業
別

※
1 ）

 
・
タ
ー
ン
農
道
利
用
状
況
（
作
物
別
）
 

G
PS

ロ
ガ
ー
に
よ
る
作
業
軌
跡
、
作
業
時
間
 

デ
ー
タ
の
取
得
 

作
業
日
報
（
適
正
区
画
規
模
の
把
握
と
同
じ
）
 

検
証
Ⅳ
-2
 

適
切
な
タ
ー
ン
農
道
の
配
置
を
検
討
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
 

営
農
者
へ
の
聞
き
取
り
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４
．
検

証
結
果
 

実
証
 

区
分
 

区
分
 

検
証
結
果
 

水 管 理 労 力 の 軽 減  

検
証
Ⅰ
-
1 

（
ほ
場

1
枚
当
た
り
）
 

・
水
管
理
時
間
：
慣
行
区

8
.5
0
時
間
→
I
CT

区
7.
25

時
間
 
1
5
%
削
減
 

・
移
動
時
間
 
：
慣
行
区

1
1.
33

時
間
→
I
CT

区
0.
47

時
間
 9
6
%
削
減
 

・
見
回
り
回
数
（
直
接
）：

慣
行
区

1
70

回
→
IC
T
区

7
回
 
9
6
%
削
減
 

・
水
管
理
+
移
動
時
間
：
慣
行
区

19
.
83

時
間
→
I
CT

区
7
.7
2
時
間
 6
1
%
削
減
 

検
証
Ⅰ
-
2 

・
給
水
栓
操
作
回
数
：
慣
行
区

1
70

回
→
IC
T
区

37
回
 
7
8
%
削
減
 

（
ほ
場

1
枚
当
た
り
で
給
水
、
止
水
操
作
を
各
々
1
回
と
す
る
）
 

検
証
Ⅰ
-
3 

・
操
作
し
な
い
 

検
証
Ⅰ
-
4 

・
品
質
は
同
等
、
コ
ン
バ
イ
ン
収
量
計
で
は
１
俵
近
く
の
増
 

検
証
Ⅰ
-
5 

・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
た
め
水
管
理
が
容
易
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
給
水
で
き
非
常
に
良
か
っ
た
 

検
証
Ⅰ
-
6 

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
用
し
て
の
実
感
は
 

・
水
位
、
水
温
を
手
元
で
確
認
し
、
こ
ま
め
な
対
応
が
可
能
な
こ
と
に
加
え
、
水
管
理
時
間
の
削
減
効
果
が
高
く
非
常
に
良
い
 

②
I
CT

機
器
導
入
に
伴
う
課
題
は
何
か
 

・
導
入
コ
ス
ト
と
用
水
源
（
揚
水
機
）
と
の
連
携
 

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
適
切
な
設
置
数
、
組
合
せ
は
（
用
水
、
排
水
）
 

・
用
水
：
ほ
場
に
１
カ
所
、
排
水
：
不
要
 

④
そ
の
他
（
水
管
理
軽
減
に
つ
い
て
）
 

・
導
入
当
初
は
試
行
錯
誤
し
た
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
水
管
理
で
は
非
常
に
有
効
 

用 水 量 の 削 減  

検
証
Ⅱ
-
1 

①
 
無
効
放
流
量
（
h
a
当
た
り
の
実
測
値
で
比
較
）：

慣
行
区

1
.
78
mm
/d
ay
→
I
CT

区
Ｂ
0
.3
8m
m/
da
y
 
 
 7
9%
削
減
 

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
区
Ａ
は
慣
行
区
と
し
て
設
定
し
た
た
め
比
較
な
し
）
 

②
水
管
理
手
法
に
よ
る
用
水
量
（
A
=
2
8.
2h
a
、
85

日
間
の
計
算
値
で
比
較
）
 

・
総
給
水
時
間
：
慣
行
区

1
,0
20

時
間
→
I
CT

区
39
5
時
間
 
 
 
  

6
1
%
削
減
 

検
証
Ⅱ
-
2 

・
電
気
料
金
（
h
a
当
た
り
で
比
較
）
R
1
:1
00
,7
20

円
→
R
3:
38
,0
73

円
 
 
6
2
%
削
減
 

考
え
ら
れ
る
要
因
 

①
適
切
な
水
管
理
、
②
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
方
式
へ
の
変
更
、
③
揚
水
機
運
転
制
御
方
式
の
変
更
（
ｲ
ﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
制
御
）
 

検
証
Ⅱ
-
3 

①
用
水
量
削
減
に
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
整
備
水
準
は
 

用
水
：
1
ha

ほ
場
で
あ
れ
ば
最
低
１
箇
所
 

排
水
：
田
ん
ぼ
ダ
ム
な
ど
を
行
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
不
要
 

そ
の
他
：
水
位
、
水
温
セ
ン
サ
ー
は
必
須
 

②
そ
の
他
（
用
水
量
の
削
減
に
つ
い
て
）
 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
に
よ
り
無
駄
水
は
な
か
っ
た
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実 証
 

区 分
 

区
分

 
検

証
結

果
 

適 正 区 画 規 模 の 検 討 

検
証

Ⅲ
-1
 

横
手

地
区

実
測

デ
ー

タ
で

比
較

 
①

 3
.
6h

a、
1
.5

ha
の

代
掻

き
作

業
は

有
人

ト
ラ

ク
タ

ー
と

ロ
ボ

ッ
ト

ト
ラ

ク
タ

ー
に

よ
る

協
調

作
業

の
実

施
 

耕
起

、
田

植
え

、
稲

刈
り

は
１

台
単

独
作

業
に

よ
る

実
施

と
し

、
作

業
時

間
は

軽
減

さ
れ

る
。

 
  

        
 

 

検
証

Ⅲ
-2
 

横
手

地
区

実
測

デ
ー

タ
を

基
に

算
定

 
 ①

1h
a
区

画
は

作
業

時
間

の
合

計
か

ら
見

る
と

長
辺

2
00

m
が

一
番

作
業

時
間

が
短

い
  

 
 

②
長

辺
が

長
く

な
る

と
直

線
時

間
、

旋
回

時
間

は
短

縮
さ

れ
る

が
、

外
周

距
離

が
長

く
な

り
作

業
時

間
が

増
と

な
る

こ
と

や
各

種
作

業
の

1
列

当
た

り
作

業
幅

と
短

辺
長

と
の

関
係

に
よ

り
、

無
駄

な
作

業
（

重
複

）
が

発
生

す
る

た
め

一
様

な
結

果
と

な
ら

な
い

 
 

 
 

 
 

 
 

 
③

2h
a
区

画
以

上
の

場
合

は
長

辺
長

が
長

い
ほ

ど
作

業
時

間
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

が
、

区
画

規
模

の
違

い
に

よ
る

作
業

時
間

は
そ

れ
ほ

ど
変

わ
ら

な
い

 

検
証

Ⅲ
-4
 

・
自

動
走

行
シ

ス
テ

ム
が

部
品

不
足

の
た

め
導

入
で

き
ず

効
果

は
不

明
 

検
証

Ⅲ
-5
 

・
水

口
は

代
掻

き
以

外
は

1
箇

所
で

管
理

し
、

排
水

口
は

中
干

し
、

落
水

時
に

手
動

で
板

を
外

す
以

外
は

調
整

せ
ず

、
代

掻
き

、
落

水
を

考
え

る
と

設
置

数
は

現
状

で
良

い
（

両
側

用
排

水
の

た
め

1
ha

に
水

口
、

排
水

口
と

も
に

4
箇

所
）

 

検
証

Ⅲ
-6
 

①
農

業
機

械
の

作
業

の
し

易
さ

は
ど

う
か

（
長

辺
長

や
区

画
の

大
き

さ
等

）
 

・
長

辺
が

長
く

作
業

効
率

の
良

い
ほ

場
で

1
ha

区
画

で
良

か
っ

た
。

な
れ

れ
ば

1
ha

で
も

小
さ

い
と

感
じ

る
か

も
し

れ
な

い
 

②
用

水
、

排
水

の
機

能
に

過
不

足
は

あ
っ

た
か

 
・

現
状

の
機

能
で

問
題

な
い

 
③

ほ
場

の
均

平
を

保
つ

の
は

容
易

だ
っ

た
か

 
・

今
年

度
は

春
工

事
で

業
者

が
整

地
仕

上
げ

を
し

た
も

の
を

耕
作

し
て

い
る

の
で

均
平

は
保

た
れ

た
状

況
で

あ
っ

た
が

、
均

平
に

つ
い

て
は

問
題

な
い

 
④

そ
の

他
（

適
正

な
区

画
規

模
に

つ
い

て
）

 
・

団
地

化
し

て
い

る
の

で
作

業
効

率
も

良
く

1
ha

区
画

で
良

か
っ

た
 

1
5
0
m
1
6
5
m
2
0
0
m
2
2
0
m
3
0
0
m
15
0
m
1
65
m
20
0
m
2
20
m
30
0m
1
5
0
m
1
6
5
m
2
0
0
m
2
2
0
m
3
0
0
m

1
h
a
4
:
3
3
4
:
3
4
4
:
2
4
4
:
2
9
4
:
3
0

2
4

2
5

2
0

2
2

2
3
1
0
3
%
1
0
4
%
1
0
0
%
1
0
2
%
1
0
2
%

2
h
a
4
:
2
6
4
:
2
2
4
:
1
6
4
:
1
3
4
:
1
0

2
1

1
7

1
2

9
6
1
0
1
%

9
9
%

9
7
%

9
6
%

9
5
%

3
h
a
4
:
2
3
4
:
1
9
4
:
1
4
4
:
1
3
4
:
0
6

1
9

1
4

1
1

1
0

3
1
0
0
%

9
8
%

9
6
%

9
6
%

9
3
%

4
h
a
4
:
2
3
4
:
1
9
4
:
1
3
4
:
0
9
4
:
0
6

1
8

1
5

7
5

2
1
0
0
%

9
8
%

9
6
%

9
5
%

9
3
%

5
h
a
4
:
2
2
4
:
1
7
4
:
1
3
4
:
0
9
4
:
0
5

1
6

1
3

8
4

1
9
9
%

9
7
%

9
6
%

9
5
%

9
3
%

※
作
業
時
間
比
は
整
備
実
績
の
多
い
1
h
a
（
長
辺
2
0
0
m
）
を
1
0
0
%
と
し
て
算
出
し
て
い
る

　
作
業
時
間
は
走
行
時
間
の
み
で
比
較
し
て
い
る

区
分

区
画

規
模

作
業
時
間

作
業
時
間
の
比
較
（
h
a
当
た
り
）

合
計

耕
起

代
掻
き

田
植
え

作
業
別
順
位

作
業
時
間
比
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遠
隔

操
作

型
給

水
栓

 
 

 
 

 
 

 
 

 
水

位
セ

ン
サ

ー
（

排
水

口
か

ら
の

流
出

算
定

用
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

両
側

タ
ー

ン
農

道
全

景
（

正
面

）
 

タ ー ン 農 道 の 有 効 性 

検
証

Ⅳ
-1
 

①
タ

ー
ン

農
道

を
使

用
し

た
こ

と
に

よ
る

作
業

は
ど

の
程

度
軽

減
し

た
か

 
・

耕
起

、
代

掻
き

、
田

植
え

、
稲

刈
り

、
追

肥
、

肥
料

散
布

な
ど

全
て

の
作

業
で

使
用

し
た

が
、

枕
地

の
掘

り
返

し
が

無
く

良
か

っ
た

 
②

枕
地

の
掘

り
返

し
に

よ
る

排
水

不
良

 
・

ま
だ

1
年

目
で

あ
る

が
、

タ
ー

ン
農

道
の

利
用

に
よ

り
掘

り
返

し
も

無
く

排
水

不
良

も
な

い
 

③
タ

ー
ン

農
道

の
利

用
状

況
（

作
業

別
）

 
・

全
て

の
作

業
で

利
用

し
た

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
作

業
に

よ
る

利
用

状
況

は
耕

起
（

60
%）

、
代

掻
き

（
60

%）
、

田
植

え
（

6
0%

）、
追

肥
（

6
0%

）、
収

穫
（

70
%）

 
④

タ
ー

ン
農

道
で

タ
ー

ン
す

る
場

合
と

越
え

る
場

合
の

違
い

 
・

タ
ー

ン
：

15
秒

、
越

え
る

：
1
5
秒

と
変

わ
ら

な
い

 
・

耕
起

作
業

に
お

い
て

、
1.

0h
a
区

画
で

タ
ー

ン
農

道
の

作
業

時
間

を
比

較
す

る
と

、
タ

ー
ン

農
道

を
使

用
し

た
方

が
タ

ー
ン

農
道

を
使

用
し

な
い

方
よ

り
3
%作

業
時

間
が

削
減

 
・

代
掻

き
作

業
に

お
い

て
、

1.
0h

a
区

画
で

タ
ー

ン
農

道
の

作
業

時
間

を
比

較
す

る
と

、
タ

ー
ン

農
道

を
使

用
し

た
方

が
タ

ー
ン

農
道

を
使

用
し

な
い

方
よ

り
3
%作

業
時

間
が

削
減

 
・

道
路

横
断

に
よ
る

2
耕
区

同
時
作

業
に

お
い

て
は

、
タ

ー
ン

農
道

を
使

用
し

た
場

合
の
作

業
時

間
と

耕
起

、
代

掻
き

作
業

と
も

に
同

程
度

で
あ
っ

た
。
 

 

検
証

Ⅳ
-2
 

①
タ

ー
ン

農
道

の
配

置
、

整
備

水
準

 
・

ほ
場

の
両

側
に

タ
ー

ン
農

道
が

配
置

さ
れ

た
こ

と
か

ら
配

置
と

し
て

は
良

い
が

、
ほ

場
よ

り
農

道
が

高
い

場
所

は
若

干
使

い
に

く
い

 
・

春
工

事
で

完
成

し
た

ば
か

り
で

農
道

の
敷

砂
利

も
転

圧
さ

れ
て

お
ら

ず
、

タ
ー

ン
す

る
た

び
に

敷
砂

利
が

掘
ら

れ
、

ま
た

法
面

も
締

め
固

ま
っ

て
い

な
か

っ
た

た
め

機
械

が
通

過
す

る
と

法
面

が
掘

ら
れ

、
タ

ー
ン

農
道

の
場

合
は

敷
砂

利
や

法
面

の
締

め
固

め
も

考
え

る
必

要
が

あ
る

 
②

そ
の

他
（

タ
ー

ン
農

道
を

利
用

し
た

営
農

つ
い

て
）

 
・

全
て

の
作

業
で

枕
地

の
掘

り
返

し
が

な
く

、
ま

た
稲

刈
り

で
は

回
転

用
ス

ペ
ー

ス
の

刈
り

取
り

が
不

要
で

良
い

 

旋
回

時
間

の
比

較
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